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複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefmenoxime(SCE-1365)の 使 用 経 験

境 優 一 ・江 藤 耕 作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

武 田薬品 中央研究所で創製 され た,cephalosporin系 抗生物質Cefmenoxime (CMX, SCE- 1365)

を複雑性尿路感染症 に対 して使用 し,そ の有効性,安 全性を検討 した。

対象症例 は,久 留米大学泌尿器科入院患者 中,複 雑性尿路感染症 を有する17例 と し,そ の内わけ

は,急 性腎盂腎炎1例,慢 性腎盂腎炎1例,慢 性膀胱炎15例 であ った。

投与 方法は,1回0.5gな い し1gを 朝夕2回 の点滴静注にて5日 間 とした。

臨床効果 は,著 効5例,有 効9例,無 効3例 で,有 効率82%で あ った。

細菌学的効果 は,投 与前に分離 された23株 中,陰 性化は15株(65%)で あ った。

副作用 は,1例 にGPT,A1-Pの 一過性の上昇をみたが,投 与後再検 にて正常値に復帰 し,他 は

す べて異常を認めなか った。

Cefmenoxime (CMX, SCE- 1365)は,武 田薬 品 中 央

研 究 所 で創 製 され たcephalosporin系 に 属 す る新 規 抗

生 物 質 で,既 存 のcephalosporin系 注 射 剤 に 比 しす ぐ

れ た 抗菌 性 を有 し,殺 菌,溶 菌 作 用 を 示 し,ま た β-la-

ctamaseに 対 して も安 定 で あ る と され て い る1)。

以 下 に そ の構 造 式 を示 す(Fig.1)。

Fig. 1 Chemical structure of CMX

今 回,わ れ われ は計17例 の複雑 性 尿 路 感 染 症 に対 し

て,本 剤 を投与 し,そ の臨床効果 について検討する機会

を得たので報告す る。

1. 治 験 方 法

1) 対象症例

久留米大学泌尿器科入院患者中,複 雑性尿路感染症 を

有す る17例 を対象 と してCMXを 投与 した。

対象疾患は,急 性腎盂腎炎1例,慢 性腎盂腎炎1例,

慢性膀胱炎15例 で,こ のうち尿道 カテ ーテル留 置例 は7

例 であった。

年齢 は44歳 ～87歳 で,60歳 以上が14例 と大半を占めて

いた。

性 別は男性15例,女 性2例 であ った。

2) 投与方法

投与方法は,2例 のみ1回 投与量を0.5gと し,その

他の15例 は1回 投与量1gで,朝 夕2回 の点滴静注5

日間 とした。

なお,溶 解 液は,5%糖 液250mlと した。

3) 治療効果判定

効果 判定 は,UTI薬 効評価基準(第2版)2)と ともに,

主治医によるもの も合せて行 った。

4) 副作用検索

副作用 につ いては,投 与前後の自覚症状の問診ととも

に,可 能な限 り,投 与前後に血液一般,血 液生化学的検

索 を行 った。

II. 使 用 成 績

1) 臨床効果

CMX投 与17例 中,著 効5例,有 効9例,無 効3例

で,有 効率は82%で あ った。

各症例における基礎疾患,投 与前後の尿所見およびそ

の他詳細 は,Table1に 示すとおりである。

これらを,UTI薬 効評価基準 の疾患病態群別にみる

と,Table2に 示す とおりで,単 独感染群では,1群80

%,2群100%,4群60%の 有効率で,計11例 中著効5

例,有 効3例,無 効3例 で73%の 有効率であった。

混合感染群 では,5群,6群 ともに100%の 有効率で

6例 すべて有効であ った。

2) 細菌学的効果
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Table 2 Overall clinical efficacy of CMX classified by type of intection

Table 3 Bacteriological response to CMX

in complicated U.T.I.

* Persisted : Regardless of bacterial count

Table 4 Overal clinical efficacy of CMX in

complicated U.T.I. 5 days treatmen
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検出菌 の推移 につい て は,Table3に 示 す とお りで あ

り,Serratia marcescensは7株 中4株(57%)が 消失

し,3株 が存続 した。

Pseudomonas aeruginosaは5株 中消 失 は1株(20%)

のみで他はすべ て存続 した。

Enterobacter cloacaeは3株 中2株(67%)消 失 した 。

その他は,Escherichia coli3株,StrePtococcus faec-

alis 2株,Klebsiella Pneumoniae 1株,Proteus mir-

abilis 1株,Staphylococcus epidermidis1株,す べ て

が消失 した。

Totalで は23株 中15株 が 消 失 し,65%の 除 菌効 果 で あ

った。

次に,起 炎菌 の推 移 と膿 尿 の 変 化 との 関 連 に つ い て

は,Table4に 示 す とお りで,菌 の消 失 また は 減 少が82

%で あったのに対 し,膿 尿 の 改 善 ま た は減 少 は53%と 比

較的低値を示 した。

3) 副作用

投与後の自覚 症状 の訴 え は なか った が,血 液 生 化 学 的

検索にて,1例 にGPTが13か ら61,Al-Pが11.3か ら

23と上昇をみた。

しかし投与終 了後2週 間 目の 再 検 に て正 常 範 囲 内 に復

帰した。

III. 考 案

現在,合 成 セ ファ ロス ポ リンと して,Cephaloridine,

Cephalothin,Cefazolin,Cephapirin,Ceftezoleな どの

種々の薬剤が 臨床的 に用 い られ て い るが,使 用 法 の 多様

化,Host側 の病態 の 偏遷 に 伴 な って 耐 性 菌 の 出 現 が め

ざましい。

CMXは,広 域 抗菌 ス ペ ク トラ ムを有 す る注 射 用 セ フ

ァロスポ リンで あ り,グ ラム陽 性 菌 で は,Streptococcus

ｐyogenes,Streptococcus pneumoniaeに 対 す る抗 菌 力 は

Cefazolinよ り著 し く強 く,Haemophilus influenzae,

Citrobacter freundii ,.E.cloacae,indole陽 性Proteus,

S.marcescensを 含 む グ ラ ム陰 性 菌 に ま で抗 菌 ス ペ ク ト

ラムが拡大 して い る。 また,殺 菌,溶 菌 作 用 を 示 し,

β-lactamaseに 強 い抵 抗性 を示 す 。

さらに,注 射 によ り速 やか に 高 い 血 中濃 度 が得 られ,

生体内でほとん ど代謝されることな く,主 と して尿中へ

排泄 される。

また,腎 ・肝への移行が よ く,高 い尿 中,胆 汁中濃度

が得 られる1,3)。

以上のような特長を有 するため,臨 床上治療に困窮す

る。特に複雑性尿路感染症 に対 しては充分 にその効果が

期待で きると考 え,計17例 の複雑性尿路感染症に対 し,

治験を試みた。

そ の結果,著 効5例,有 効9例,無 効3例 で,複 雑性

尿路感染症 としては,82%と きわあて高い有効率が得 ら

れた。

分離菌の推移では,菌 消失率は65%と,比 較的よい成

績であり,ま た存続 したもののなか でも,明 らか な菌の

減少 をみたものがかなり含 まれており,基 礎 実験成績 と

相関するものであ った。

また,膿 尿 と細菌尿との関連について は,細 菌尿の消

失が59%,減 少が23%と か なり高い抗菌力が示されたの

に対 し,膿 尿 の改善度 が,消 失41%,不 変47%と 比較的

低値であ ったことは,各 症 例のback groundに よる影

響 と考え られた。

副作用に関 しては,1例 にGPT,Al-Pの 上昇をみた

症例があ ったが,他 はすべて異常認めず,治 療効果 と考

え合せ ると,有 用性 と しては満足 出来 るものであった。
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THERAPEUTIC EXPERIENCE WITH CEFMENOXIME

(SCE-1365) FOR PATIENTS WITH COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

YUICHI SAKAI and KOSAKU ETO
Department of Urology, Faculty of Medicine, Kurume University

Cefmenoxime (CMX, SCE-1365), a cephalosporin antibiotic created by the centrallaboratory of Takeda

Chemical Industries, Ltd., was used to treat complicated urinary tract infections,and its availability and

safety were examined.

The trial cases were 17 cases of complicated urinary tract infections among theinpatients of Department

of Urology, Faculty of Medicine, Kurume University ; the cases consist of 1 case ofacute pyelonephritis , 1
case of chronic pyelonephritis and 15 cases of chronic cystitis.

As for the method of administration, 0.5 g to 1 g of cefmenoxime per day was givenfor 5 consecutive

days, twice a day (morning and evening) by intravenous drip instillation. Theclinical effect of cefmenoxime

was excellent in 5 cases, moderate in 9 cases, and poor in 3 cases. Theeffectiveness rate was 82%.

As for cefmenoxime's bacteriological effect, 15 strains (65%) among 23 strainsclinically isolated before

administration were eradicated.

As for side effects, transient rises in GPT and Al-P levels were observed in 1 case,but the values were

restored to the normal in the check after treatment. Any other abnormal findingswere not observed.


